
 

奇門遁甲 
三国志で有名な諸葛孔明がこの術を駆使し、戦で連戦連勝したと伝えられます。 
本来は兵法の占術で、封建時代までは、国を脅かす学問と恐れられご禁制の学問でした。 
日本でも同様に門外不出の占術で、江戸の都市計画に徳川家康の参謀、天海上人が 
使ったとされます。ビジネスの行方、結婚恋愛、捜し人、事件、病気や治療など 
様々な問題に対応できます。 
現状と今後のことなど詳しくわかります。断易と併用することで問題解決に高い 
効果が得られるでしょう。 
沢山の経営者のクライアント様にご利用頂いております。 

治療の宮全てが、本人を助け、病を消耗させています。 

本人のところに『直符　吉星』が同宮しているので、治療が効く可能性があります。 

但し、乾宮での治療＝大病院での切開による手術は、行き詰まるのはないかと思われます。 

もう一つの治療ですが、２つのことが考えられます。 

１、家から西にある病院での薬投与による治療。 

　　窪地にある病院、賑やかな女医さん 

２、女性の占い師の話すことが薬になる。(？) 

上記より、効きそうな治療を表している兌宮が作動していればいいのですが、 

『伏吟(滞る)』が出ています。 

伏吟の対策は、相反する五行をぶつけて、作動させるという方法を使います。 

『兌』は、金の五行ですので、＜火剋金＞と火の五行を使います。 

西方位の良い時間に、火の五行アイテムを赤い紙に包んで、西方位に置きます。 

　　　　　　　　　　以上、       様から初めてご依頼のテキストが届いた時間の盤で 

　　　　　　　　　　お調べ致しました。 

　　　　　　　　　　　ありがとうございます。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小椋かよこ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開運屋DRAGON GOD

　

時盤:20/10/07 03時 [甲寅]　陰６局 旬首[癸] 　庚子年丙戌月　癸未日　甲寅時　　

　　
┌────┬────┬────┐ 
│庚 輔 三│丁 英 八│壬 内 一│ 
│庚 杜 雀│丁 景 陳│壬 死 合│ 
│　伏吟　│　　　　│　　　　│ 
│　歳格　│　　　　│　　　　│ 
│　戦格　│　伏吟　│　伏吟　│ 
├────┼────┼────┤ 
│辛 冲 二│己 　 四│乙 柱 六│ 
│辛 傷 地│己 　 　│乙 驚 陰│ 
│　　　　│　　　　│　　　　│ 
│　伏吟　│　　　　│　伏吟　│ 
├────┼────┼────┤ 
│丙 任 七│甲 蓬 九│戊 心 五│ 
│丙 生 天│甲 休 符│戊 開 蛇│ 
│　　　　│　　　　│　　　　│ 
│　伏吟　│　　　　│　　　　│ 
│　神遁　│　伏吟　│　伏吟　│ 
└────┴────┴────┘ 
  

中国式  劉氏奇門遁甲　りゅうし きもんとんこう 
三国志に登場する諸葛孔明や明の軍師・劉伯温*が使った、兵法としての占術です。 
古代中国では、首都の移転したり村の移転にも使われましたが、極秘の術とされ、一般人 
が学んだり、本を所持することが禁じられ、長い間ご禁制の学問でした。 

日本では、源氏に伝わり、武田信玄や真田幸村が使い、明智光秀が財宝を隠した際に利用したと言われ、忍術書や兵法書に
「遁甲」の文字が残っています。徳川家康は、江戸城築城に利用し、奇門遁甲家を雇っていたと言われています。しかし、民
間では使用を禁じられていました。 
現在の日本で学ばれている奇門遁甲は、良い方位に移動する占術とされていますが、本占術は、全宮を判断していくこと 
で、占っていきます。

金生水　金が水を助ける。 
　　　　治療が本人を助ける。 
土剋水　土が水を攻撃 
　　　　病が本人を攻撃 
　　　　土が金を産む。 
　　　　病を弱らせる。 

坤宮(土) ：顔の右 
　　　「内(天内星）」病気 
　　　「合（六合）」塊り 
         「死門」悪化 
         「壬壬」 思い通りに運ばない 

兌宮(金) ：おしゃべり、口 
          「乙」治療、薬 
　　　 「驚門」驚き、不安 
　　　 「陰(太陰)」女性、占い師 
          「柱(天柱星)」教師 口腔疾患 守りに良し 

乾宮(金) ：権威＝立派な病院を表す。　 
　　　 「心(天心星)」治療 
　　　 「開(開門)」切開 
　　　 「蛇(　蛇)」悪評判、偽り 
　　　 「戊戊」行き詰まる。 
　　　　　　 　　坎宮(水) 苦しむ、悩む 

本人「癸」と結果「甲」が同宮。 

「休門」休息 
「蓬(天蓬星)」腫れ 
「符(直符）」吉星 
「癸癸」疾病


